
議事（２）　廃棄物減量および資源化に向けた主な取り組み【市・継続】
取組 令和４年度実績 令和５年度実績 令和６年度実績

ごみの分別・減量の啓発

ごみの分別・減量について
各種講座で説明

 

わく湧くお届け講座  ２回 21人 
外国人技能実習生研修 ８回 186人 
小学校出前講座    ４回 107人 

 

地区別説明会     50回 1,738人
わく湧くお届け講座  88回 2,842人
外国人技能実習生研修 11回 177人
小学校出前講座     6回 115人

 

わく湧くお届け講座  15回 388人 
外国人技能実習生研修 ７回 140人 
小学校出前講座    ６回 191人
Eco落語       ２回 217人

資源有効利用促進事業補助

古紙類の集団回収への補助
（６円／１ｋg）

 

参加団体  38団体 
回収量   209トン 
補助金額  1,256千円 

 

参加団体  40団体 
回収量   202トン 
補助金額  1,215千円 

 

参加団体  40団体 
回収量   162トン 
補助金額  970千円

シュレッダー紙くずの資源化

事業所から排出される
シュレッダー紙くずを資源化

大野市役所からの資源化量 11.2トン
ビュークリーンからの資源化量
          5.76トン
        （大野市のみ）

大野市役所からの資源化量  11.8トン 
ビュークリーンからの資源化量
           5.27トン
       （大野市のみ）

大野市役所からの資源化量  12.0トン
ビュークリーンからの資源化量 
           5.69トン
       （大野市のみ）

フードドライブの実施

各家庭の余剰食品の寄付を受付
大野市自立相談支援センター

児童養護施設等へ寄贈

実施回数 ２回 
実施月  ６月、12月
回収総数 1149.4 Kg 

実施回数 ３回
実施月  ６月、９月、12月 
回収総数 1,700 Kg 

実施回数 ３回
実施月  ６月、９月、12月 
回収総数 1066.7 Kg 

宅配便を活用した使用済み
小型家電リサイクルの推進

宅配便を活用した小型家電の
回収サービスに参加

 

申込件数   108件 
回収合計重量  1235.1㎏ 
 
※令和4年4月～令和5年1月末 
※パソコン（171台）携帯電話（66台）
 その他小型家電含む

 

申込件数    102件 
回収合計重量  1351.9㎏ 
 
 ※令和5年4月～令和6年1月末
 ※パソコン（169台）携帯電話（565台）
  その他小型家電含む

 

申込件数    97件 
回収合計重量  1192.4㎏
 
 ※令和6年4月～令和7年1月末
 ※パソコン（185台）携帯電話（98台）
  その他小型家電含む
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議事（２）　廃棄物減量および資源化に向けた主な取り組み【市・新】

●株式会社マーケットエンタープライズとの連携協定を締結（令和６年９月19日）
  リユース促進を目的に、同社が運営するウェブサイト「おいくら」を市民に紹介する取組み
  実績：19点の申込（令和６年９月から令和７年３月）
 「おいくら」とは
  不要品を売りたい方が「おいくら」を通して査定依頼をすると、全国の加盟リサイクルショップに一括査定依頼され、
  買取価格を比較することができる
  一度の依頼だけで不要品の買取価格をまとめて比較し、手軽に売却できる

●インクカートリッジ里帰りプロジェクトに参加（令和７年２月～）
 ごみの減量や循環型社会の形成推進を目的に、使用済みカートリッジを回収する取組み
 令和７年５月に２箱郵送済み
 「インクカートリッジ里帰りプロジェクト」とは
  地域社会と地球環境に貢献するため、ブラザー、キヤノン、エプソン、日本HPの4社が協力して、
  家庭用インクジェットプリンターの使用済みカートリッジを共同で回収するプロジェクト
  大野市内での回収ボックス設置場所
  市役所市民ホール、結とぴあロビー、図書館、各公民館９箇所

●ビュークリーンおくえつ施設見学会の開催
 市民のごみ分別意識向上のため、普段は入ることができないリサイクル施設の見学を行う取組み
 見学会の最後に、参加者をごみ分別マイスターに認定（認定書とバッジを進呈） 
 実績：３回（８月７日、９月18日、10月16日）実施 23名参加

●社会奉仕の草ごみ資源化
 各地区の社会奉仕にて排出された草ごみを資源化する取組み
 市内唯一の草ごみを資源化できる、ちきゅう未来株式会社にて処理
 実績：14トン
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議事（２）　廃棄物減量および資源化に向けた主な取り組み【市・新】

●庁内の減量化
 
 職員の分別意識向上のため、可燃物の計量を実施 半年に1回周知を行っている
 参加者への分別意識向上のため、名水マラソンでの紙コップ収集

 
●ごみ収集芸人マシンガンズ滝沢氏講演会開催（令和６年10月14日）
 
 市民への分別意識向上のため、SNSにてごみ収集中の体験や気づきを発信し話題を集めている、
 お笑い芸人のマシンガンズ滝沢秀一氏を招聘し、講演会を実施   実績：143名参加

 
●プラスチック資源収集開始への対応
 
 プラスチック資源用のごみ警告シールを作成
 職員によるステーションパトロールを実施（４月～６月）
 各地区からの要望に沿ったチラシや掲示物の作成
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議事（２）　廃棄物減量および資源化に向けた主な取り組み【事業者等】

取組 令和４年度実績 令和５年度実績 令和６年度実績
大野福祉会による缶類の
市内拠点回収・資源化

障害者自立支援事業として
市内約130箇所の事業所等から

缶類・ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙを回収

 

スチール缶   １２．５トン 
アルミ缶    １０．２トン 
ペットボトル  ２７．７トン
  
合計      ５０．４トン 
 

 

スチール缶    ８．８トン 
アルミ缶     ９．９トン 
ペットボトル  ２７．８トン
  
合計      ４６．５トン 
 

 

スチール缶    ８．７トン 
アルミ缶     ９．９トン 
ペットボトル  ２７．４トン  

合計      ４６．０トン 
 

スーパーによる
店頭での資源回収 

店頭で資源物を回収
（缶類・ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙ・古紙類）

 

缶類      １４．１トン 
ペットボトル  ２４．２トン 
古紙類    ３０９．５トン  

合計     ３４７．８トン 

 

缶類      １０．８トン 
ペットボトル  ２１．５トン 
古紙類    ２８７．９トン  

合計     ３２０．２トン 

 

缶類      １０．１トン 
ペットボトル  ２０．９トン 
古紙類    ２８７．０トン  

合計     ３１８．０トン 

生ごみのたい肥化  

・【消費者団体】家庭用生ごみ処理機の
  使用モニターを委託
  生ごみ投入量 482.1 Kg

・【上庄小学校】ミミズコンポスト作成 

 

・【消費者団体】令和４年度のモ
 ニターで配布した生ごみ処理機を
 使用して生ごみを堆肥化
・【上庄小学校】廃材を利用して２代
 目を製作 
・【大野地区まちづくり推進協議会】
 有終西小学校にミミズコンポストを
 作成
 学校からの生ごみ投入量 ８kg

 

・【消費者団体】令和４年度のモニ 
 ターで配布した生ごみ処理機を使用
 して生ごみを堆肥化
・【上庄小学校】学校からでる調理く
 ずをたい肥化
 生ごみ投入量 20kg
・【大野地区まちづくり推進協議会】
ミミズコンポストで生ごみをたい肥化
 学校からの生ごみ投入量 10kg

フードドライブへの参加

市内スーパーや事業所にて
フードドライブを実施

※ ※

 

実施回数  ３回
実施月    ６月、９月、12月 
回収総数  285.4Kg
参加事業者 かじ惣、新鮮館
     バロー
     大野商工会議所
     越前信用金庫
※バローについては令和６年度中に
 常設設置に切り換え
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